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本
年
３
月
、
道
育
成
会
を
含
む
５
団
体
で

北
海
道
教
育
委
員
会
教
育
長
へ
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
対
応
し
た
臨
時

休
校
措
置
等
に
係
る
緊
急
要
請
」
を
行
い
ま

し
た
。（
げ
っ
ぽ
う
７
４
７
号
）

　

し
か
し
、
そ
の
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
拡
大
が
深
刻
化
し
、
４
月
16

日
に
は
、
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
「
緊
急
事

態
宣
言
」
が
全
国
に
拡
大
さ
れ
、
学
校
の
休

校
措
置
や
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
間
の
移
動
、
一

部
職
種
の
営
業
自
粛
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

道
内
に
お
い
て
も
、
札
幌
圏
を
中
心
に
感
染

拡
大
が
収
ま
ら
ず
、
特
定
警
戒
都
道
府
県
に

指
定
さ
れ
る
等
、
困
難
な
状
況
が
長
期
に
お

よ
び
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
５
月
18
日
、
前
回
同
様
、
５
団

体
に
よ
る
要
請
行
動
を

実
施
。『
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

を
め
ぐ
る
状
況
下
に
お

け
る
障
が
い
児
者
の
学

び
と
仕
事
、
生
活
を
保

障
す
る
た
め
の
要
請

書
』
を
北
海
道
知
事
、

北
海
道
教
育
委
員
会
教

育
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
休
校
の
長
期
化
の
た
め
、
各
家

庭
で
は
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
、
自
傷
や
他
害
、

生
活
習
慣
の
乱
れ
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
保
護

者
や
、
き
ょ
う
だ
い
も
身
体
的
、
精
神
的
な

不
調
を
き
た
し
始
め
て
お
り
「
校
舎
の
一
部

や
、
グ
ラ
ン
ド
等
の
使

用
を
認
め
て
ほ
し
い
。」

「
分
散
登
校
に
配
慮
を

お
願
い
し
た
い
。」
さ

ら
に
、
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
な
児
童
、
生
徒
に

お
い
て
は
、
限
ら
れ
た

サ
ー
ビ
ス
の
も
と
、
保

護
者
負
担
が
増
大
し
て

お
り
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
量
を
必
要
に
応
じ
て

増
や
し
て
ほ
し
い
。」

衛
生
用
品
の
不
足
も
深

刻
に
な
っ
て
い
る
こ
と

等
を
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
分
野
に

加
え
て
、
イ
ベ
ン
ト
等

の
中
止
に
よ
っ
て
、
運

営
に
困
難
を
き
た
し
て

い
る
福
祉
事
業
所
の
窮

状
や
、
児
童
の
受
け
入

れ
に
全
力
挙
げ
て
い
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
献
身
的
な
奮
闘
も
訴

え
、
要
望
事
項
は
16
項

目
に
及
び
ま
し
た
。

　

本
会
の
佐
藤
会
長
か

ら
は
、
道
の
担
当
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
同

時
に
「
障
が
い
児
者
、
あ
る
い
は
家
族
が
感

染
し
た
場
合
の
障
が
い
に
配
慮
し
た
医
療
体

制
の
具
体
的
な
指
針
の
策
定
」
を
要
望
。

　

ま
た
最
近
、
感
染
者
や
そ
の
家
族
に
対
す

る
い
わ
れ
の
な
い
偏
見
や
、
差
別
に
係
る
報

道
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
教
育
へ
の
お
願

い
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

す
る
正
し
い
知
識
と
、
偏
見
や
差
別
を
許
さ

な
い
指
導
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
各
団
体
の

代
表
者
か
ら
も
、
保
護
者
及
び
、
本
人
の
負

担
が
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
る
こ
と
、
多
様
な

障
が
い
に
配
慮
し
た
、
迅
速
で
思
い
切
っ
た

支
援
を
と
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
後
、
道
庁
記
者
ク
ラ
ブ
へ
移

動
し
、
各
報
道
機
関
へ
こ
の
度
の
要
請
行
動

に
つ
い
て
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
要
望
団
体
】
＊「
要
請
書
」
は
道
育
成
会
Ｈ
Ｐ
を
。

　
①
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　
②
北
海
道
自
閉
症
協
会

　
　
北
海
道
自
閉
症
協
会
札
幌
分
会
札
幌
ポ
プ
ラ
会

　
③
北
海
道
小
鳩
会
（
ダ
ウ
ン
症
児・者
親
の
会
）

　
④
北
海
道
学
習
障
が
い
児・者
親
の
会
ク
ロ
ー
バ
ー

　
⑤
北
海
道
障
害
児
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

「
学
校
・
仕
事
・
暮
ら
し
…
戸
惑
い
と
不
安
と
困
難
」

コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る

当
事
者
・
家
族
・
支
援
者
の
声
、

届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！
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今
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
マ
ス
コ
ミ
の
ト
ッ
プ
を
飾

っ
て
い
る
の
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
係
す
る
ニ

ュ
ー
ス
で
す
。
経
済
を
冷
え
込
ま
せ
、
社
会
を
冷
え

込
ま
せ
、
人
間
の
心
ま
で
冷
え
込
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
人
間
の
心

に
巣
く
っ
て
い
る
、
も
う
ひ
と
つ
の
ウ
イ
ル
ス
も
、

表
に
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
と
い
う
だ
け
で
職

場
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
人
や
、
引
っ
越
し

ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
出
る
等
、
様
々
な

差
別
や
偏
見
が
当
事
者
や
家
族
を
襲
っ
て
い
る
の
で

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
最
前
線
で
戦
っ
て
い
る
お

医
者
さ
ん
や
病
院
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。何
と
、

こ
の
ウ
イ
ル
ス
と
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
る
人
た

ち
が
差
別
さ
れ
、大
変
な
目
に
遭
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

患
者
を
受
け
容
れ
て
い
る
病
院
が
大
き
な
赤
字
を

出
し
、
経
営
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
反
対
に
生
活

が
大
変
な
人
や
、
法
人
へ
の
補
助
金
支
給
に
、
何
や

ら
怪
し
い
事
態
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
の
丸

投
げ
と
補
助
金
の
中
抜
き
で
す
。
弱
者
を
食
い
物
に

す
る
本
末
転
倒
の
事
態
が
進
行
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

本
年
３
月
、
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
の
判
決
が

出
ま
し
た
。
裁
判
は
、
植
松
被
告
の
判
断
能
力
の
可

否
だ
け
が
争
わ
れ
、
検
察
は
死
刑
、
弁
護
人
は
無
罪

と
相
反
す
る
主
張
だ
け
が
両
者
の
頭
上
を
飛
び
交
い

ま
し
た
。
何
が
こ
の
事
件
の
根
底
に
あ
る
の
か
が
解

明
さ
れ
な
い
ま
ま
、
死
刑
と
い
う
判
決
が
出
さ
れ
、

裁
判
は
終
了
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
被

害
者
の
実
名
は
、
伏
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

　

68
年
前
の
１
９
５
２
年
、
育
成
会
が
発
足
し
た
と

き
、
世
の
中
は
ま
だ
ま
だ
無
知
と
偏
見
が
幅
を
き
か

せ
て
い
ま
し
た
。
障
が
い
が
伝
染
す
る
と
言
っ
て
特

殊
学
級
の
設
置
に
反
対
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
、
特
殊
学
級

と
普
通
学
級
と
の
間
に
鉄
条
網
を
張
る
学
校
が
あ
る

な
ど
、
今
で
は
考
え
も
つ
か
な
い
時
代
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
時
代
に
、
い
ち
早
く
障
が
い
者
の
人
権

擁
護
と
教
育
の
保
障
、
生
活
の
自
立
を
掲
げ
て
誕
生

し
た
の
が
「
育
成
会
」
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
構
成

員
に
は
、
親
は
勿
論
、
教
育
者
、
心
理
学
者
、
精
神

科
医
、
施
設
職
員
等
、
幅
広
い
支
援
者
が
一
緒
だ
っ

た
の
で
す
。
障
が
い
者
の
現
状
に
対
し
て
「
何
と
か

し
た
い
」「
何
と
か
し
よ
う
」
と
い
う
『
熱
い
思
い
』

で
互
い
に
手
を
つ
な
ぎ
合
っ
た
の
で
す
。

　

現
在
は
自
分
の
生
活
を
守
る
だ
け
で
大
変
な
時
代

で
す
。
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
掲
げ
て
活

動
す
る
こ
と
は
、
な
お
さ
ら
大
変
で
す
。

　

し
か
し
、
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
と
、
一
見
何

の
関
係
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
は
『
無
知
に
よ
る
差
別

と
偏
見
』な
の
で
す
。し
ぶ
と
く
根
の
深
い
存
在
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
事
は
、
私
た
ち
の
志
も
、
ま
だ
ま

だ
道
半
ば
で
あ
る
と
、
改
め
て
教
え
て
く
れ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
、
育
成
会
は
会
員
も
減
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化

も
進
ん
で
い
ま
す
。
で
も
、
日
本
国
中
が
そ
う
な
の

で
す
。

　

こ
こ
は
ひ
と
つ
居
直
っ
て
、『
気
づ
い
た
人
が
責

任
者
』
の
精
神
を
前
面
に
、
元
気
に
奮
闘
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
な
ん
ぞ
に
負
け
ず
、
今
年
度

も
元
気
に
暮
ら
し
、
元
気
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
（
一
社
）北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

会
長　

佐
藤
春
光

一
般
社
団
法
人

　

北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

令
和
2
年
度
　「
定
時
総
会
」に
よ
せ
て

心
に
巣
く
っ
た
ウ
イ
ル
ス
も

退
治
し
ま
し
ょ
う
！
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令和元年度　収支決算書（予算対比正味財産増減計算書）
平成31年４月１日から令和２年３月31日まで　 （単位：円）

科　　　　目 全　会　計
予算額 決算額 差　異

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
　⑴経常収益
　　特定資産運用益 1,000 790 210
　　受取会費 7,209,000 7,015,430 193,570
　　　正会員受取会費 3,270,000 3,254,780 15,220
　　　賛助会員受取会費（機関紙頒布収入） 3,939,000 3,760,650 178,350
　　受取補助金等 8,281,000 8,281,200 △200
　　受取委託費 7,450,000 7,450,000 0
　　雑収益 670,000 965,546 △295,546

経常収益計 23,611,000 23,712,966 △101,966
　⑵経常費用
　事業費 14,734,000 21,260,937 △6,526,937
　　職員費 4,378,000 4,522,810 △144,810
　　賃金 1,260,000 1,260,000 0
　　会議費 30,000 5,550 24,450
　　旅費交通費 600,000 235,940 364,060
　　通信運搬費 200,000 211,467 △11,467
　　手数料 10,000 10,712 △712
　　消耗品費 0 37,721 △37,721
　　印刷製本費 1,050,000 938,988 111,012
　　助成金 6,886,000 6,546,000 340,000
　　研修費 200,000 131,749 68,251
　　委託費 120,000 120,000 0
　　雑費 0 7,240,000 △7,240,000
　管理費 10,090,000 9,891,918 198,082
　　職員費 1,862,000 2,099,879 △237,879
　　退職給付費用 84,000 82,020 1,980
　　福利厚生費 30,000 7,169 22,831
　　会議費 100,000 56,308 43,692
　　旅費交通費 1,700,000 1,497,185 202,815
　　通信運搬費 320,000 240,442 79,558
　　手数料 100,000 69,536 30,464
　　消耗品費 4,197,000 4,176,492 20,508
　　使用料・賃借料 415,000 395,451 19,549
　　負担金 620,000 605,200 14,800
　　委託費 122,000 101,520 20,480
　　雑費 540,000 560,716 △20,716

経常費用計 24,824,000 31,152,855 △6,328,855
　評価損益等調整前当期経常増減額 △1,213,000 △7,439,889 6,226,889
　評価損益等計 0 0 0
　当期経常増減額 △1,213,000 △7,439,889 6,226,889
２．経常外増減の部
　⑴経常外収益
　　経常外収益計 0 0 0
　⑵経常外費用
　　経常外費用計 0 0 0
　　当期経常外増減額 0 0 0
　　当期一般正味財産増減額 △1,213,000 △7,439,889 6,226,889
　　一般正味財産期首残高 0 37,143,620 △37,143,620
　　一般正味財産期末残高 △1,213,000 29,703,731 △30,916,731
Ⅱ　正味財産期末残高 △1,213,000 29,703,731 △30,916,731

貸借対照表
令和２年３月31日現在

一般社団法人　北海道手をつなぐ育成会 （単位：円）
科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部
　１．流動資産
　　現金預金 488,106 8,033,032 △7,544,926
　　　普通預金 488,106 8,033,032 △7,544,926
　　未収金 503,700 522,100 △18,400
　　流動資産合計 991,806 8,555,132 △7,563,326
　２．固定資産
　　(1) 基本財産
　　　定期預金 1,000,000 1,000,000 0
　　基本財産合計 1,000,000 1,000,000 0
　　(2) 特定資産 0
　　　夢基金 3,522,874 3,522,575 299
　　　財政調整基金 24,315,550 24,315,059 491
　　特定資産合計 27,838,424 27,837,634 790
　　(3) その他固定資産 0
　　　什器備品 2 2 0
　　その他固定資産合計 2 2 0
　　固定資産合計 28,838,426 28,837,636 790
　　資産合計 29,830,232 37,392,768 △7,562,536
Ⅱ　負債の部 0
　１．流動負債 0
　　　未払金 6,000 124,681 △118,681
　　　預り金 120,501 124,467 △3,966
　　流動負債合計 126,501 249,148 △122,647
　　負債合計 126,501 249,148 △122,647
Ⅲ　正味財産の部 0
　１．指定正味財産 0
　　指定正味財産合計 0 0 0
　２．一般正味財産 29,703,731 37,143,620 △7,439,889
　　（うち基本財産への充当額） 1,000,000 1,000,000 0
　　（うち特定資産への充当額） 27,838,424 27,837,634 790
　　正味財産合計 29,703,731 37,143,620 △7,439,889
　　負債及び正味財産合計 29,830,232 37,392,768 △7,562,536

【
書
面
決
議
に
つ
い
て
】

　

４
月
27
日
、
第
１
回
理
事
会
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
「
緊
急
事
態
宣
言
」

を
受
け
、
参
加
者
の
安
全
と
感
染
拡
大
防
止
へ
の
配

慮
か
ら「
令
和
２
年
度
道
育
成
会
定
時
総
会
の
中
止
」

と
、
書
面
決
議
に
よ
る
提
案
を
議
決
し
ま
し
た
。

　

５
月
15
日
、
議
案
書
を
各
地
区
育
成
会
へ
郵
送
。

そ
の
結
果
、
期
日
と
し
て
設
定
し
た
５
月
31
日
ま
で

に
道
内
85
に
お
よ
ぶ
地
区
育
成
会
（
正
会
員
）
の
全

て
が
同
意
書
の
返
送
を
終
え
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
度
初
め
の
ご
多
用
の
中
、
混
乱
な
く
手
続
き
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
決
議
事
項
に
つ
い
て
】（
＊
一
部
を
紹
介
）

⑴
令
和
２
年
度
　
事
業
計
画

第
５
号
議
案

　

昨
年
度
は
、
次
に
示
す
３
課
題
に
集
約
し
、
全
道

的
な
取
り
組
み
を
提
起
し
て
き
ま
し
た
。

　
①
「
ブ
ロ
ッ
ク
」
体
制
の
整
備
、
活
動
の
充
実

　
②
「
育
成
会
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
作
成
と
販
売
促
進

　
③
「
合
理
的
配
慮
啓
発
隊
」
の
結
成
と
活
用

　

つ
ま
り
、
小
さ
な
育
成
会
を
大
き
な
育
成
会
、
あ

る
い
は
ブ
ロ
ッ
ク
が
支
援
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
育

成
会
が
、
外
に
向
か
っ
て
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
に
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
行
政
等
へ
、

地
域
や
、
障
が
い
者
団
体
の
要
求
を
束
ね
、
多
く
の

方
々
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
要
請
活
動
に
も
力
を

割
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
「
育
成
会
」
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令和２年度　収支予算書（案）
令和２年４月１日から令和３年３月31日まで　 （単位：円）

科　　　　目 全　会　計
予算額 前年度予算額 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
　⑴経常収益
　　特定資産運用益 0 1,000 △1,000
　　受取会費 6,823,000 7,209,000 △386,000
　　　正会員受取会費 3,200,000 3,270,000 △70,000
　　　賛助会員受取会費（指導誌頒布収入） 3,623,000 3,939,000 △316,000
　　受取補助金等 9,160,000 9,231,000 △71,000
　　受取委託費 8,350,000 7,450,000 900,000
　　雑収益 670,000 670,000 0
　　　雑収益 670,000 670,000 0

経常収益計 24,053,000 23,611,000 442,000
　⑵経常費用
　　事業費 14,942,000 14,734,000 208,000
　　職員費 4,580,000 4,378,000 202,000
　　賃金 1,260,000 1,260,000 0
　　会議費 10,000 30,000 △20,000
　　旅費交通費 600,000 600,000 0
　　通信運搬費 200,000 200,000 0
　　手数料 40,000 10,000 30,000
　　消耗品費 30,000 0 30,000
　　印刷製本費 1,010,000 1,050,000 △40,000
　　助成金 6,880,000 6,886,000 △6,000
　　研修費 200,000 200,000 0
　　委託費 132,000 120,000 12,000
　管理費 9,626,000 10,090,000 △464,000
　　職員費 1,965,000 1,862,000 103,000
　　退職給付費用 84,000 84,000 0
　　福利厚生費 30,000 30,000 0
　　会議費 70,000 100,000 △30,000
　　旅費交通費 1,600,000 1,700,000 △100,000
　　通信運搬費 300,000 320,000 △20,000
　　手数料 70,000 100,000 △30,000
　　消耗品費 3,862,000 4,197,000 △335,000
　　使用料・賃借料 415,000 415,000 0
　　負担金 620,000 620,000 0
　　委託費 70,000 122,000 △52,000
　　雑費 540,000 540,000 0

経常費用計 24,568,000 24,824,000 △256,000
　評価損益等調整前当期経常増減額 △515,000 △1,213,000 698,000
　評価損益等計 0 0 0
　当期経常増減額 △515,000 △1,213,000 698,000
２．経常外増減の部
　⑴経常外収益
　　経常外収益計 0 0 0
　⑵経常外費用
　　経常外費用計 0 0 0
　　当期経常外増減額 0 0 0
　　当期一般正味財産増減額 △515,000 △1,213,000 698,000
　　一般正味財産期首残高 0 0 0
　　一般正味財産期末残高 △515,000 △1,213,000 698,000
Ⅱ　正味財産期末残高 △515,000 △1,213,000 698,000

本
来
の
活
動
と
も
言
え
る
も
の
で
す
。
今
年
度
も
、

多
く
の
方
々
と
繋
が
り
、
仲
間
を
増
や
し
、
声
を
挙

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
改
め
て
、
５
，
０
０
０
名
に

及
ぶ
道
内
育
成
会
会
員
の
奮
起
を
心
か
ら
訴
え
ま
す
。

⑵
令
和
２
年
度
　
活
動
の
重
点（
６
項
目
）

１
．
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
確
立
と
活
動
の
充
実
、
強
化

　
　

・�

道
育
成
会
の
現
状
に
つ
い
て
、
共
通
の
認
識

の
も
と
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
優
れ
た
経

験
を
互
い
に
学
び
合
い
、
困
難
を
抱
え
る
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
育
成
会
へ
引
き
続
き
支
援
の

強
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　

・�「
全
道
大
会
（
令
和
３
年
度
岩
見
沢
大
会
）」

や
「
み
ん
な
の
わ
（
令
和
３
年
度
旭
川
市
）」

等
、
道
レ
ベ
ル
の
事
業
に
つ
い
て
、
担
当
ブ

ロ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
お

い
て
も
全
道
的
な
見
地
で
、
今
か
ら
、
可
能

な
支
援
に
努
力
し
ま
す
。

２
．
育
成
会
活
動
活
性
化
の
推
進

　
　

・�

道
育
成
会
組
織
（
ブ
ロ
ッ
ク
、
会
費
、
定
款

等
）
の
見
直
し
、
そ
の
他
の
検
討
を
継
続
し

ま
す
。

　
　

・�

道
内
各
地
域
の
防
災
（
福
祉
避
難
所
等
）
に

係
る
現
状
と
、
課
題
、
要
望
等
に
つ
い
て
調

査
。
検
討
結
果
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
へ
の

提
言
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　

・�

地
域
の
切
実
な
要
望
を
束
ね
、
行
政
や
、
関

係
機
関
へ
積
極
的
な
要
望
活
動
の
推
進
を
め

ざ
し
ま
す
。

３
．
障
が
い
理
解
と
合
理
的
配
慮
の

普
及
・
啓
発
活
動
の
推
進

　
　

・�

特
別
研
修
会
の
開
催
を
予
定
し
ま
す
。（
内

容
は
未
定
。
感
染
拡
大
の
状
況
を
み
て
開
催

を
判
断
）

　
　

・�「
合
理
的
配
慮
啓
発
隊
」
の
新
た
な
結
成
と

活
用
、
交
流
の
推
進
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

新
た
な
活
動
様
式
を
追
求
。
電
子
デ
ー
タ
を

含
む
、
チ
ー
ム
相
互
の
「
研
修
・
交
流
会
」

の
実
施
を
追
求
し
ま
す
。

４
．
本
人
活
動
へ
の
支
援

　
　

・�「
全
道
大
会
北
見
大
会
本
人
大
会
」「
本
人
の

会
全
道
交
流
会
ひ
ろ
げ
よ
う
み
ん
な
の
わ
」

「
第
１
回
ピ
ア
カ
ン
研
修
会
」
の
３
事
業
に

つ
い
て
は
中
止
し
ま
す
。
12
月
、「
第
２
回

ピ
ア
カ
ン
研
修
会
」は
開
催
を
予
定
し
ま
す
。

（
全
道
大
会
岩
見
沢
大
会
本
人
大
会
実
行
委

員
会
を
含
む
）

　
　

・�

空
知
ブ
ロ
ッ
ク
お
よ
び
、
岩
見
沢
市
内
に
あ

る
「
本
人
会
」
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

５
．
育
成
会「
広
報
・
情
報
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
」

の
推
進

　
　

・�

障
が
い
児
者
の
作
品
発
表
の
場
の
一
つ
と
し

て
「
２
０
２
１
育
成
会
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
作

成
や
販
売
等
を
展
開
し
ま
す
。
特
に
今
年
度

は
、
改
訂
版
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。
併
せ

て
、
価
格
の
見
直
し
（
地
区
育
成
会
と
の
配

分
も
含
め
）
も
行
い
ま
す
。

６
．
他
機
関
、
他
団
体
と
の
連
携
強
化

　
　

・�

他
の
障
が
い
者
団
体
（
障
が
い
児
者
の
親
の

会
、
家
族
会
等
）、
教
職
員
団
体
、
特
別
支

援
教
育
関
係
団
体
、
機
関
等
と
の
一
層
の
連

携
を
追
求
し
ま
す
。
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日
頃
よ
り
北
海
道
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト

協
会
に
対
し
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
本
年
度
の
定
期
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
対
策
の
た
め
書
面
会
議
と
な
り
、
皆
様
か
ら
同

意
書
を
い
た
だ
き
書
面
決
議
を
行
う
と
い
う
異
例
の

会
議
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
協
会
の「
生
活
サ
ポ
ー
ト
総
合
補
償
制
度
」は
、

知
的
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
安
心
安
全
を
支
え
る
保

険
で
あ
り
、
持
病
や
既
往
症
が
あ
る
方
の
入
院
の
補

償
、
他
人
に
け
が
を
さ
せ
た
り
、
物
を
壊
し
た
と
き

の
補
償
、
さ
ら
に
日
常
の
中
で
不
利
益
を
被
っ
た
場

合
に
弁
護
士
に
相
談
で
き
る
補
償
な
ど
、
本
人
と
家

族
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
プ
ラ
ン
を
用
意
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
、
我
が
国
は
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
地
域
の

中
で
と
も
に
支
え
あ
い
助
け
あ
う
「
共
生
社
会
の
実

現
」
を
目
指
し
て
様
々
な
障
が
い
者
施
策
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
が
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
安
心
し
て
地

域
で
暮
ら
す
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
育
成
会
な
ど
当

事
者
団
体
が
社
会
に
対
し
て
の
啓
蒙
活
動
や
手
助
け

と
な
る
方
法
を
示
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
ま
す
。

　

生
活
補
償
制
度
は
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
制
度
と

な
り
ま
す
の
で
各
プ
ラ
ン
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
関
し
ま
し
て
は
、
皆
様
日
々

の
生
活
の
中
で
不
安
を
感
じ
、
対
策
に
ご
苦
労
を
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
ご
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
終
息
を
願
う
と
と
も
に
、
皆
様
が
く

れ
ぐ
れ
も
予
防
に
努
め
、
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　
　

北
海
道
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

会
長　

畑
中
三
岐
子

　
�

　

　

＊�
総
会
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
正
会
員
の
同
意
の

も
と
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
ご
多
用
の
中
、
ご

協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
部
を

掲
載
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
事
業
報
告

議
案
第
１
号

４
．「
親
な
き
あ
と
セ
ミ
ナ
ー
」

　

�　
「
障
が
い
基
礎
年
金
セ
ミ
ナ
ー
」「
未
来
あ
ん
し

ん
サ
ポ
ー
ト
紹
介
」「
成
年
後
見
制
度
」
等
、
道

サ
ポ
ー
ト
協
会
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
、
育
成
会
と
協
力
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

　

�　

開
催
地
は
、
５
育
成
会
（
江
別
・
帯
広
・
室
蘭
・

北
広
・
網
走
）。
８
養
護
学
校
（
あ
い
の
里
高
等
支

援
・
今
金
養
護
・
旭
川
高
等
支
援
・
夕
張
養
護
・
小
平

高
等
養
護
・
小
樽
高
等
支
援
・
紋
別
高
等
支
援
・
室

蘭
養
護
）
の
計
13
か
所
と
な
り
、
参
加
者
の
人
数

は
、
７
７
８
名
に
お
よ
び
ま
し
た
。

　

�　

ど
の
セ
ミ
ナ
ー
も
参
加
者
に
は
大
好
評
で
、
お

世
話
を
い
た
だ
い
た
育
成
会
、
学
校
関
係
者
の
皆

様
に
は
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
度
事
業
計
画

第
４
号
議
案

３
．
助
成
事
業

　

⑴�

育
成
会
拡
大
活
動
ブ
ロ
ッ
ク
助
成
事
業
に
助
成

し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
が
行
う
研
修
会

な
ど
の
事
業
を
道
育
成
会
と
共
催
・
実
施
し
ま

す
。

　

⑵�

本
人
が
作
成
し
た
絵
画
を
Ｗ
ｅ
ｂ
展
示
す
る
場

を
確
保
し
、
会
議
等
で
選
ば
れ
た
作
品
を
カ
レ

ン
ダ
ー
に
印
刷
、
販
売
す
る
事
業
を
道
育
成
会

及
び
、
通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
と
共
同
で
実

施
し
ま
す
。

北
海
道
知
的
障
害
児
者

生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

令
和
2
年
度
　「
定
期
総
会
」に
よ
せ
て

『
安
心
・
安
全
』を
支
え
ま
す
！



特定非営利活動法人 余市はまなす
〒046-0025　余市郡余市町富沢町11丁目32-2
電話(0135)22-5242 ／ FAX(0135)48-6030
E-mail：bz642719@bz01.plala.or.jp

★就労継続支援Ｂ型事業所

★主な作業
☆定員…20名

りんごパイ

☆箱折り　☆米袋の再生
☆シール貼り　☆パイ製造
☆カフェ　☆農作物の栽培、収穫
☆食品加工、販売　☆スパイス袋詰め
☆布団カバー洗濯　☆アイロンがけ
　その他
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